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３月放送のCTY-FM「よっかいち　わいわい人探訪！」でも紹介します。（放送時間は裏表紙へ）

国際ジュニア大会　女子シングルス優勝
全豪オープンジュニア出場

三重グリーンテニスクラブ所属　若菜蘭さん

トが手厚かったことも力になりました。

遊び心のあるプレーが持ち味
テニスを始めたのは４歳の時、テレビで観た

のがきっかけです。思い通りのショットを打て
たときの爽快感や、試合の中で相手と駆け引き
をするところが楽しいです。
相手を前後左右に動かしたり、ラリーのテンポ

を変えたりするさまざまな球種を使った遊び心
のあるプレーが得意です。
また、左利きなので、ボールの回転が右利き
の選手とは少し違い、相手が対応しづらい場面が
あると思います。女子選手にはあまりいない、肩
の強さを生かしたサーブも持ち味です。
いつも相手の心境やプレーの状況を見て、劣

勢な場面でも引かずに、自分から攻める気持ち
を忘れないようにしています。

悔しさを力に、次の挑戦へ
全豪オープンジュニアは、これまで経験したこ

とがない会場の雰囲気で、すごく緊張して自分ら
しいプレーができず、悔しい結果になりました。
海外の選手とは体格やパワーの差を感じました
が、その分、戦略やスピードでカバーできるよ
う、これからの練習に取り組んでいきます。
世界の舞台でも自分の実力が通用すると実感

できる場面もあり、今後への自信になりました。
来年も、同じ舞台に戻れるよう頑張ります。
将来は、たくさんの人に応援してもらえるよ

うに心身ともに成長して、四大大会本戦で戦え
る選手になり、テニス界を盛り上げられる存在
になりたいです。

連日の試合を乗り越えて優勝
国際ジュニア大会は国内予選から連日試合が
続き、全10試合を戦いました。体も心も疲労が
溜まっている中で迎えた決勝戦で、思うように体
が動かず、諦めそうになる場面もありました。そ
れでも、直前の大会で準優勝に終わった悔しさ
を思い出し、気持ちを切り替えて戦い、逆転優勝
しました。地元開催だったこと、周りのサポー

若菜さんは、昨年11月に四日市テニスセンターで
開催された全豪オープンジュニア出場をかけた国際
ジ ュ ニ ア 大 会「2026DUNLOP ROAD TO THE 
AUSTRALIAN OPEN JUNIOR SERIES IN YOKKA 
ICHI」の女子シングルスで優勝し、１月には、オー
ストラリアで開催されたジュニアの四大大会の一つ
である全豪オープンジュニアにも出場しました。初
の四大大会出場という快挙を成し遂げた若菜さんに、
これまでの経験や今後の抱負などをお聞きしました。

国際ジュニア大会の優勝報告のため
表敬訪問

全豪オープンジュニアでプレーする
若菜さん

オーストラリアのメルボルンで

→
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人権のひろば
毎月

22日は「人権
を確かめ合う日」です

人権・同和教育シリーズ

問 市民協働安全課（ TEL  354-8179　 FAX  354-8316）

本号と同時配布の号外でもお伝えしている
通り、２月１日に、北勢エリア唯一のロード
レース「四日市みなとランフェスティバル」
が開催されました。
５kmの部では、ゲストランナーの東京2020

オリンピックマラソン日本代表で、本市出身
の中村匠吾さん、ランニングアドバイザーの
三
み

津
つ

家
か

貴
たか

也
や

さんと共に、記念すべき最初のレ
ースのスターターを務めました。
私自身も両ゲストと共に、10kmの部に出
場し、ダイナミックに変わる中心市街地を横
目に駆け抜け、四日市港では潮の香りを感じ、
走り切ったあとには、本市の魅力を全身で堪

能した心地よい疲労感と充足感が残りました。
参加した多くのランナーも、なかなか走る

ことのできない港を駆け抜けることで、その
魅力を認識、あるいは、再発見して、身近に
感じていただけたと思います。
今後も、笑顔と活気あふれるまちづくりに

向けて、全力で走り続けます。

 第１回　四日市みなと
ランフェスティバル開催 

唯一の戦争被爆国である日本では、これま
で、戦争の悲惨さや平和の尊さを忘れないた
めに、その経験や教訓を語り継いできました。
しかし、戦後80年を迎えて、戦争を直接
体験した人が少なくなり、戦争を知らない世
代が人口の大半を占めるようになった今、次
世代にどのように平和の大切さを伝えていく
かが大きな課題となっています。
本市では、戦争と平和について考える機会
として、毎年７月から８月にかけて、核兵器
の恐ろしさや命の尊さについて学ぶ「原爆と
平和パネル展」を実施しています。

このほか、被爆者の家族や被爆者と交流が
あった人で、被爆者本人から聞き取った被爆
体験や戦前・戦後の歩みを語り継ぐ活動を行
っている人々を長崎からお招きし、「“戦争の
はなしを聞こう”平和講演会」を開催してい
ます。
戦争の記憶が薄れゆく時代だからこそ、当

時の出来事を知り、想像し、そして平和の尊
さを見つめ直すことが必要です。
皆さんも、関心を持つことから始めてみま

せんか。

 戦後80年を迎えて 

（写真左）５kmの部スタート　（写真右）５kmの部スタートあい
さつを三津家さん（左）、中村さん（右）と共に

笑顔があふれるランナー

原爆と平和パネル展 “戦争のはなしを聞こう”
平和講演会
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